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r4回11ア‘スカウト官長

38百万双方7H家分離を賊するにあたみ；案内
＼歩38W力プズ才ヲト欧

三中語、時下ますますご清栄のことお塵ft申しあげます‘

立て、標託のようにわ悌分離契拷iこづいてその銃器司ならひ凶作現在までの鍾混く

さらに実施樹~I己づいて‘育正弘、会員各1kのご協力老いたち、〈ぺくお知ら也ご~内申

しあげます。

38m力アス力そ7ト諺lまここ近年の~:;s レい第哀を包偽げでわ、りますことi古、こ清矢口

の急乃で＼毎毎'A＇昨朝長室舟 l、あヒをたちきttん．過去の瑳鱒ボ泌をみまレτも、 SSo

-41危， 5/-40急＇ .52-41名，を託持参言Eのを蜂予定で時少v，議フマ37名で討す

ぞれで、も定められてい3限界ab~き為、:i.,;ている戎J依！て快記この点 1：：つきまレて牝来

離縁経緑地f榊 i的I＝認められていますのi革、よ進するボーイ蜘＂＇向じ蕗怖に毘本

部をもっ4 田と 38毘であるこヒと、 4匝に将来方プ隊＂£~影議する2整備措置の為の隊

長獣て‘あるヒの理由}fl獄都d札ていることによっでおっsす。
そこて：このたびは国季員長Jト111も生が4ffitτもそろそうカプ泳左参えン7もど

の執盈包、地18..よリのすすめとが祁I＼~づて、カフ’曜の採の準備1：：：かかヲ7ほど、う

かとの指示会両国にされました。令匪薄易会側樹のよ Z同／4e司令閉包奪奏会

:QI明ら宮、れ〈分散の時期会~和田年q月 lこすることても害者し令いがすすみ、ぞれまで

に符君主うべき整骨下京）］（，検討されまレ7三．

分離1-::t. tなうそ子続出J'P鞠53.!f-4-I! I日よリの麓鉄事務付あて狩お円台くが

度悠」＇｝：戎t£のままイ可ゆィιしないU 、うことにして、 r=.r~；輔のめ合..l::., 4 mの腐
係説会主義I:::I 主．将来4 周綿入Aぎの ~1.事が·~められーま匹、当該リー？”ー埠畑の場合

/:: I令書記ζS散る委主け入庁し乏して差段、の協力寄与申し入れました。 I=だ客頬肢がト

併にl宮4回／－：：CS離れ得旋す3ごとになリますので＼この点、地Zカブ等身なげ暗

ぞれ)t)fl制移践すら2名ずっ派$することになPました。

分採d努の暗まし虐わせヒしマ．小JII危佳品、う移笠'jJ＼＂示めざオt1と各隊ι志摩剰として

ヨ組をzえ3人教を怒し？な I¥kうにしてほしい蘇戸収与人教の限界ぢからーを3解

し、さらに称へR締掌業l材質曾に:ffiJ:対f、主任芭語長在高円（椅定磨之の為伊桝）2 

~Jc. L；まし拝。今犠ゆタ"tで以上fτハウス吾＃事務説話喜等丞混L”て親書聖ル仲間判乏

していくニヒl士宮三うまで色あリまtt,(.,

今回、分移するねちい lす‘娠が裁がは3こと r＝ょうマ特られ3〆リァト＼：＝対~

失tpわれるメリット一つまりカアスカウト虫、特3ヒごちの;;IJピシ？’の構会ーを

j孝弘易合、婦~'iir-おオt-'3三”ヒ〈、揖撫輔、でもフ時制”可能τ判ヒl』う之
と、国毎に各斗コ官換を見事寸 3ニヒが市鰐？‘宇たおめられ~＂＼＂きものであ昔かちヒ

＼＼う晶zあリ宇す＠さらに．ち？とかわに．愛げ入札りi；：，体制措叱ヒのヲマll3-現

実がとのねらいを競馬Lてl¥ ~.をますま色ヒない織法ヒ添え／~ので札ザうカ＼脅夜、

ゐ会実各イ主のあたたかいこ“支援とこ嘩併を患にりますよう、以上お頼い申しあげますL


